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分析している（筑波大学の Kamal Lamichhane 氏との共著）。本章の分析で用いたデ
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びついているという点で、その学術的貢献は非常に高いと考えられる。 
このように、この分野における本論文の貢献は大きいが、専門的観点から見ると改善の余地が
ないわけではない。本論文の中心となる第２章は、犯罪から教育への因果関係の識別がもっとも
透明で完成度が高い。そのことは、この章が Economíaに査読付き論文として掲載されて
いることから明らかである。しかし、第３章は、障害、学校資源、そして通学の因果関
係に踏み込んで議論するに至っていない。第１章は理論研究であるが、より最新の研究
成果を取り入れて改善される余地はある。しかしながら以上の点は、今後、同君が研究
を深化しつつ、一層質の高いデータと、これまで見逃されてきた制度的制約や政策変更
等を利用することで改善可能であり、本論文の価値を失わせるものではない。 
 
以上の理由により、上述の通り、審査委員会は全員一致して、当論文が博士（経済学）
授与に十分値するものであるとの結論を得た。 
 
